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された aMCI 患者 77 名である。このうち 3 年間の追跡期間内に AD を発症した者
(移行群)が 39 名、発症しなかった者(非移行群)が 38 名であった。全例、登録
時に 3 次元 T1 強調画像を撮像した。前処理として、標準脳画像への非線形な変
形(解剖学的標準化)及び画像信号強度や灰白質の存在確率分布情報に基づく灰
白質領域同定を計算論的に行い、灰白質密度画像を算出した。脳アトラスは、
MRI 研究で用いられる代表的な 3 種類―Automated Anatomical Labeling(AAL)、





影響を 2 要因分散分析により比較した。 
【結果】移行予測の正診率は、AAL 59.7％(59.1-60.3)→79.2％(78.9-79.4)、



















そこで本研究では、aMCI 患者 77 名の MRI 画像から MRI 研究で用いられる代表




示された。以上の結果により、aMCI から AD への移行予測のさらなる精度向上
に、最良の脳アトラスの選択及び特徴抽出法の改良が重要であることが示唆さ
れた。 
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